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家 

族 

月 

間 

平
成
21
年 

12
月
３
日(

木) 

年 

次 

総 

会 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル         

会
員
63
名  

出
席
計
算
数 

 

55
名
中
48
名
出
席 

出
席
率
87
・
27
％ 

前
々
回
出
席
率
90
・
57
％ 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
君
が
代
」「
そ
れ
で
こ
そ
ロ
ー
タ
リ
ー
」 

指 

揮 
者 

伊
藤 

与
則 

ピ
ア
ノ
伴
奏 
冨
板 

玲
子 

 

ゲ
ス
ト 

元
米
山
記
念
奨
学
生 

 

ジ
ラ
ル
ン
ル
ァ
ン
チ
ャ
イ
・ 

グ
ン
テ
ィ
ダ
ー
（
グ
レ
イ
ス
）
さ
ん 

元
米
山
記
念
奨
学
生 

徐 
 

冬
梅
さ
ん 

受
入
青
少
年
交
換
学
生 

ア
ン
ナ
・
カ
ト
ゥ
リ
・
マ
チ
ル
ダ
・

サ
ハ
ラ
コ
ル
ピ
さ
ん 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

年
次
総
会
進
行
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 

内
藤 

 

明 

お
か
げ
様
に
て
難
聴
は
治
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

近
藤
宏
一
郎 

奈
良
の
薬
師
寺
の
大
壁
画
を
見
て
き
ま

し
た
。
平
山
郁
夫
画
伯
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
。 

 
 

 

吉
田 

隆
彦 

中
根
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
尾
上 

 

昇 

 

会
長
挨
拶 

 

会
長 

内
藤 

 

明 

皆
さ
ん
今
日
は
。
例
会
の
前
ま
で
留

学
生
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
が
南
国

酒
家
で
あ
り
、
そ
ち
ら
へ
顔
を
出
し
て

来
ま
し
た
。 

留
学
生
の
事
業
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
方
が
い
な
い
と
成
り
立
ち
ま
せ
ん

し
、外
国
人
を
預
か
る
事
は
大
変
で
す
。

そ
の
上
毎
回
ほ
ぼ
同
じ
ご
家
族
に
し
て

頂
い
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
を
代
表
し
て

特
に
奥
様
に
は
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
う
ち
も
う

１
人
増
え
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
の
方
も

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

２
週
続
け
て
座
禅
に
つ
い
て
話
し
ま

し
た
が
、
禅
宗
に
は
「
禅
問
答
」
と
言

う
の
が
あ
り
ま
す
。
良
く
言
え
ば
イ
ン

ド
哲
学
の
問
い
と
答
え
、
分
か
り
や
す

く
言
え
ば
理
屈
の
言
い
合
い
で
す
。
落

語
に
も
こ
ん
に
ゃ
く
問
答
と
言
う
有
名

な
話
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
れ
も
禅
問
答

を
茶
化
し
た
も
の
で
す
。
例
え
ば
「
両

手
を
打
て
ば
音
が
す
る
が
片
手
に
は
何

の
音
が
あ
る
の
か
？
」
こ
う
ゆ
う
問
い

を
発
し
、
相
手
が
答
え
る
と
言
う
感
じ

で
す
。 

 

一
例
で
、
風
に
旗
が
棚
引
い
て
い
る

の
を
見
て
、
師
匠
が
弟
子
に
問
う
、「
何

が
動
い
て
い
る
の
か
？
」
弟
子
Ａ
が
答

え
る
。「
あ
れ
は
旗
が
動
い
て
い
ま
す
。」

次
に
弟
子
Ｂ
が
「
い
い
え
、
あ
れ
は
空

気
が
動
い
て
い
る
の
で
す
。」師
匠
が
言

う
。「
い
い
や
、
あ
れ
は
、
そ
れ
を
見
て

い
る
お
ま
え
達
の
心
が
動
い
て
い
る
の

だ
。」 私

達
の
よ
う
な
凡
人
に
は
解
っ
た
よ

う
な
、
解
ら
な
い
よ
う
な
問
答
で
す
。 

 

受
入
青
少
年
交
換
学
生
挨
拶 

 
 

ア
ン
ナ
・
カ
ト
ゥ
リ
・
マ
チ
ル
ダ
・

サ
ハ
ラ
コ
ル
ピ         

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
先
月
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
か
わ
っ
て
、
今
、

高
木
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
い
ま
す
。
鬼
頭

さ
ん
の
家
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
で
き
て
、

と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
鬼
頭
さ
ん
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

先
月
た
く
さ
ん
い
ろ
ん
な
い
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

つ
き
の
初
め
に
学
校
で
江
戸
時
代
の

武
士
に
つ
い
て
け
ん
き
ゅ
う
は
っ
ぴ
ょ

う
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
高
木
さ

ん
と
徳
川
び
じ
ゅ
つ
か
ん
に
行
っ
て
、

武
士
の
よ
ろ
い
か
ぶ
と
や
ど
う
ぐ
な
ど

を
か
ん
し
ょ
う
し
ま
し
た
。
と
て
も
面

白
か
っ
た
で
す
。 

14
日
に
は
ロ
ー
タ
リ
ー
の 

C
h

a
ri 

-
ty ru

n

で
走
り
ま
し
た
。
た
い
へ
ん

で
し
た
が
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
学
校

で
ぶ
ん
か
さ
い
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
と

の
え
ん
そ
う
を
聞
い
た
り
、
と
も
だ
ち

の
ダ
ン
ス
を
み
た
り
し
ま
し
た
。 

先
月
の
終
わ
り
に
み
え
県
の
山
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
び
わ
こ
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
と
く
に

お
の
え
さ
ん
と
ま
え
だ
さ
ん
、
お
せ
わ

に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た

し
、
山
の
ぼ
り
が
好
き
で
す
。
日
本
の

し
ぜ
ん
は
と
て
も
き
れ
い
だ
と
思
い
ま

す
。 ま

た
ほ
か
の
留
学
生
と
い
っ
し
ょ
に

ボ
ー
リ
ン
グ
を
し
た
り
、
と
も
だ
ち
と

映
画
を
見
た
り
し
ま
し
た
。 

今
、
剣
道
に
む
ち
ゅ
う
で
、
あ
ざ
ば

か
り
作
っ
て
い
ま
す
。 

 

元
米
山
記
念
奨
学
生
挨
拶 

ジ
ラ
ル
ン
ル
ァ
ン
チ
ャ
イ
・ 

グ
ン
テ
ィ
ダ
ー      

          

1053 

第 1244 回 例 会



    - 2 -

 
元
米
山
記
念
奨
学
生
挨
拶 

徐 

冬
梅  

        

年
次
総
会 

第
一
号
議
案 

２
０
１
１
～
２
０
１
２
年
度
会
長
・

幹
事
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

会 

長 
 

川
畑 

博
敬         

幹 

事 
 

田
崎 

雅
三        

第
二
号
議
案 

２
０
１
０
～
２
０
１
１
年
度
役
員
理

事 

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

        会 
長
（
役
員
） 

 
 

 

岩
崎 

征
一 

副
会
長
（
役
員
） 

 
  

杉
本 

英
夫 

幹 

事
（
役
員
） 

 
 

 

松
本 

哲
朗 

会 

計
（
役
員
） 

 
  

渡
辺 

剛
男 

Ｓ
．
Ａ
．
Ａ
．（
役
員
） 
照
井 

 

栞 

会
長
エ
レ
ク
ト
（
役
員
） 

川
畑 
博
敬 

直
前
会
長 

 
 

 
 

 

内
藤 

 

明 

副
幹
事
（
理
事
） 

   

田
崎 

雅
三 

ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
長
（
理
事
） 

柴
岡 

正
将 

親
睦
活
動
委
員
長
（
理
事
） 鬼

頭 

茂
成 

広
報
委
員
長
（
理
事
） 

近
藤 

明
美 

会
員
組
織
委
員
長
（
理
事
） 出

口 
 

忍 

職
業
奉
仕
委
員
長
（
理
事
） 大

原 

敏
正 

社
会
奉
仕
委
員
長
（
理
事
） 髙

木 

政
義 

国
際
奉
仕
委
員
長
（
理
事
） 神

野 

邦
利 

Ｒ
財
団
・
米
山
奨
学
委
員
長
（
理
事
） 

加
藤
巳
千
彦 

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
長
（
理
事
） 

尾
上 

 

昇 
  

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
会 

12
月
３
日
の
例
会
前
に
第
一
回
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
連
絡
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。鬼
頭
茂
成
さ
ん
、髙
木
政
義
さ
ん
、

山
口
正
孝
さ
ん
の
奥
様
に
も
出
席
頂
き
、

引
継
ぎ
や
連
絡
事
項
の
確
認
な
ど
話
し

合
い
が
さ
れ
ま
し
た
。 

                 

『
友
』
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
速
報 

   

２
０
０
９
年
11
月
24
日 

N
o
.4

0
6

 

映
画
試
写
会
で 

脳
疾
患
の
研
究
に
数
百
万
ド
ル 

デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
「
ク
リ
ス
マ
ス
・

キ
ャ
ロ
ル
」（
日
本
で
は
11
月
14
日
公

開
）
の
試
写
会
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
が
脳
疾
患
の
研
究
の
た
め
に

１
０
０
万
ド
ル
以
上
を
集
め
よ
う
と
意

気
込
ん
で
い
ま
す
。
第
11
ゾ
ー
ン
の
地

区
が
取
り
組
む
こ
の
活
動
は
、
今
回
で

４
回
目
。
試
写
会
チ
ケ
ッ
ト
代
22
ド
ル

の
う
ち
12
ド
ル
が
、
脳
疾
患
の
研
究
団

体
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
活
動
は
ロ
ー
タ
リ
ー
１
０
０
周

年
の
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
２
０

０
５
年
に
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
に
５
０

０
万
ド
ル
以
上
を
集
め
ま
し
た
。
カ
ト

リ
ー
ヌ
・
ノ
ワ
イ
エ
・
リ
ボ
ー
国
際
ロ

ー
タ
リ
ー
（
Ｒ
Ｉ
）
理
事
は
、
開
始
の

経
緯
に
つ
い
て
「
第
11
ゾ
ー
ン
で
は
、 

３
０
０
万
人
以
上
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
や
多
発
性
硬
化
症
、
脳
卒
中
と
い
っ

た
脳
疾
患
を
患
っ
て
い
ま
す
」と
説
明
。

初
め
て
の
募
金
活
動
で
は
、
７
万
５
０

０
人
か
ら
１
０
０
万
ド
ル
以
上
が
集
め

ら
れ
、
ロ
ー
タ
リ
ー
に
関
す
る
７
０
０

以
上
の
記
事
が
国
内
で
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。 ま

た
、
地
区
で
は
Ｒ
Ｉ
の
広
報
補
助

金
を
利
用
し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
に
つ
い
て

の
７
分
間
の
ビ
デ
オ
を
製
作
し
、
映
画

の
前
に
上
映
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
担
当
者
は
、
今
後
、
映
画
館
が
ロ

ー
タ
リ
ー
の
ビ
デ
オ
を
直
接
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
地
区
と
ク

ラ
ブ
が
こ
れ
ら
の
ビ
デ
オ
で
、
地
元
の

活
動
を
大
々
的
に
紹
介
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

『
ロ
ー
タ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
』
の
日
本
語
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w

.ro
ta

ry.o
r.jp

/c
o
n
 

-te
n
ts.h

tm
l

か
ら
入
り
、
画
面
中
段
に
あ
る

「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
12
月
号
」
を
ク
リ
ッ
ク

し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

12
月
17
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日 

18
時
よ
り
受
付  

 

家
族
忘
年
会 

 
 

 
 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

12
月
24
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

12
月
29
日
（
火
） 

 

み
そ
か
例
会 

 

＊
10
時
～
15
時
の
間
に
事
務
局

ま
で
お
餅
、
お
花
、 

お
肉
を
取
り
に
来 

て
く
だ
さ
い
。 

事
務
局
冬
期
休
暇 

12
月
30
日
（
水
）
～
１
月
４
日
（
月
） 

Ｇ
事
務
所
・
Ｇ
エ
レ
ク
ト
事
務
所
・

Ｇ
事
務
所
分
室 

冬
期
休
暇 

12
月
26
日
（
土
）
～
１
月
３
日
（
日
） 

  

広
報
委
員
会 

 

吉
田 

明
夫
・
近
藤 

明
美 

浅
井 

隆
宣
・
横
内 

 

恭 


